
会場入場またはオンライン視聴でご参加を

会場参加は、完全予約制（定員20名）です。
オンライン視聴は、当院ホームページにて
受講方法をご確認ください。

ふれあい鶴見ホスピタル
☎045-586-1717（代表）
横浜市鶴見区東寺尾４ｰ４ｰ22

お問合せ・ご予約

新型コロナの現状と
　　　　今後について

肺炎球菌ワクチンで
　　 肺炎を予防しよう検査科 薬剤科

ふれあい
鶴見ホスピタル

新子安駅
首
都
高
速 京急線

子安台
公園

池
谷
戸

JR

1

参加無料参加無料

医学講座 会場：ふれあい鶴見ホスピタル １階 会議室

オンライン
で自宅視聴も！

会場参加も！

講 師

濱村 公佳 
　　臨床検査技師

山中 淳子 
　　　　　　薬剤師

検査科
ふれあい鶴見ホスピタル

薬剤科
ふれあい鶴見ホスピタル

11月25日（木）13：00～14：00日 時

アプリ「Zoom」を使ってご視聴ください

◆ミーティングID・・・・
　　　
◆パスコード・・・・・
　　　

928 7698 1552

805740 予約
不要

開始時間１０分前〔１1/30火１４：５０～〕
以降に上のQRコードからご参加を。
※事前に「Zoom」のインストールが必要です。

康心会汐見台病院
☎045-761-3581（代表）
横浜市磯子区汐見台１ｰ６ｰ５

お問合せ

　肺の病気によって生じる「息切れ」「咳」
「痰」などの症状を、軽減させるために有効
なリハビリテーションを紹介いたします。病院
現場で専門的なリハビリを提供している現
役の作業療法士が、日常生活を維持・改善
させるためのリハビリ方法をお伝えします。

イキイキ！なが息講座～呼吸器リハビリテーションとは～
・      ・      ・

オンラインオンライン
 医学講座

視聴無料視聴無料自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意

11月30日（火）15：00～16：00〈予定〉日 時

講 師
康心会汐見台病院
    リハビリテーション科   佐藤 靖伸  作業療法士

特別優待など
各種サービスが
受けられます

検索ふれあい健康友の会

健康友の会

入会 年会費 無料

　

脳
卒
中
の
予
防
に
役
立
つ
「
脳
ド
ッ
ク
」
を
実
施
し

て
い
る
地
域
病
院
・
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
。
石

井
映
幸
副
院
長
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。 〈
取
材
協
力
〉

『
脳
ド
ッ
ク
』
で
す
。

　

診
断
結
果
に
よ
っ
て
、
脳
卒
中

に
備
え
る
こ
と
（
予
防
）
が
可
能

に
な
り
ま
す
」　

微
小
な
出
血
も
検
出

　
「『
脳
ド
ッ
ク
』
に
よ
っ
て
、
脳

卒
中
を

100
％
予
測
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
、

脳
萎
縮
／
動
脈
硬
化
性
変
化
／

無
症
候
性
脳
梗
塞
／

微
小
脳
出
血
／
約
３

㎜
以
上
の
脳
動
脈
瘤

な
ど
の
検
出
に
優
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に

加
え
て
、
頚
動
脈
超

音
波
検
査
や
血
液
検

査
、
心
電
図
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
、
総
合

的
に
脳
卒
中
の
起
こ

り
や
す
さ
を
診
断
し

て
い
き
ま
す
」

３
コ
ー
ス
を
用
意

　

脳
卒
中
は
、
一
度
発
症
す
る

と
、
永
続
的
な
後
遺
症
を
抱
え
る

場
合
が
多
く
、
ま
た
、
病
気
自
体

も
生
命
に
関
わ
る
た
め
、
適
切
な

予
防
や
治
療
が
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

　

予
防
に
は
、
定
期
的
な
健
康
診

断
を
受
け
、
脳
卒
中
が
疑
わ
れ
る

症
状
が
出
た
時
に
は
、
す
ぐ
に
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

で
は
、
３
つ
の
『
脳
ド
ッ
ク
』
を

用
意
し
て
お
り
ま
す
。
料
金
は

２
万
８
０
０
０
円
～
４
万
６
０
０

０
円
、
検
査
時
間
は
各
コ
ー
ス
に

よ
っ
て
異
な
り
、
30
分
～
２
時
間

程
度
に
な
り
ま
す
。
脳
神
経
外
科

を
専
門
と
す
る
医
師
や
日
本
脳

ド
ッ
ク
学
会
会
員
の
医
師
が
検
査

結
果
を
読
影
診
断
い
た
し
ま
す
。

　
『
脳
ド
ッ
ク
』
に
ご
興
味
の
あ

る
方
は
、
ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
」。

■
同
院
へ
は
、
京
急
ま
た
は
Ｊ
Ｒ

の
新
子
安
駅
・
鶴
見
駅
か
ら
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
ご
利
用
を
。

ま
す
。

　

脳
卒
中
の
主
な
症
状
に
は
、
半

身
の
脱
力
感
・
し
び
れ
、
失
語
症
、

ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
、
物
が
二
重

に
見
え
る
、
片
側
の
目
が
見
え
な

く
な
る
、
視
野
の
半
分
が
見
え
な

く
な
る
、
目
の
前
が
暗
く
な
る
、

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

取
返
し
が
つ
か
な
く
な
る
前
に

脳
ド
ッ
ク
の
目
的

　
「『
脳
卒
中
』
の
危
険
因
子
で
あ

る
【
肥
満
】【
高
血
圧
】【
糖
尿
病
】

【
脂
質
異
常
症
】【
喫
煙
歴
】
な
ど

を
問
診
や
血
液
検
査
で
調
べ
、
脳

や
頭
頚
部
血
管
に
対
し
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ

を
中
心
と
す
る
画
像
診
断
を
行
な

い
、
受
診
者
さ
ま
の
脳
卒
中
の
起

こ
り
や
す
さ
を
判
断
す
る
の
が
、

　

脳
卒
中
と
呼
ば
れ
て
い
る
病
気

は
、
正
式
に
は
「
脳
血
管
障
害
」

と
い
い
、脳
の
血
管
が
詰
ま
る「
脳

梗
塞
」
の
よ
う
な
閉
塞
性
の
も
の

と
、「
脳
出
血
」「
く
も
膜
下
出
血
」

な
ど
の
出
血
性
の
も
の
に
分
か
れ

1999年医学博士を取得、2009年帝京大
学医学部脳神経外科学教室講師を経
て、2010年ふれあい鶴見ホスピタル
副院長に就任、2017年４月湘南医療大
学保健医療学部臨床教授に就任。
この他、帝京大学医学部／茅ヶ崎看
護専門学校／茅ヶ崎リハビリテーション
専門学校の非常勤講師を務める。

医学博士
日本脳神経外科学会 専門医
日本神経内視鏡学会 技術認定医
日本障がい者スポーツ協会 障がい者スポーツ医
日本体育協会 スポーツドクター
東京都障害者総合スポーツセンター スポーツ医事相談専門医

ふれあい鶴見ホスピタル
TEL.045-586-1717
〒230-0077 横浜市鶴見区東寺尾4-4-22

子安台公園
池谷戸

首
都
高
速

JRJR新子安駅 生麦駅

鶴見駅

京急鶴見駅

シャトル
バス
乗り場 第二京浜第二京浜1

京急線京急線

シャトル
バス
乗り場

シャトルバス10分以内

脳ドック担当医の紹介
    脳神経外科

   副院長 石井 映幸 医師

し
び
れ
／
脱
力
感
／
視
野
な
ど

半
身
だ
け
の
症
状
は「
脳
卒
中
」の
危
険
！

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

「
脳
ド
ッ
ク
」で
脳
卒
中
を
予
防

脳
神
経
外
科 

石
井
映
幸 

副
院
長

　   「
咳
や
痰
、息
苦
し
さ
は

　
　
　
　
　
　
呼
吸
器
専
門
医
の
診
察
を
」

 

呼
吸
器
内
科
　
川
田 

博 
医
師

秋
特
有
の
環
境
が
影
響

風
邪
か
ら
咳
喘
息
、さ
ら
に
気
管
支
喘
息
へ

　
「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」「
食
欲
の
秋
」と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、楽
し
み
が
多
い
時
季
に
な

り
ま
し
た
が
、季
節
の
変
わ
り
目
は
、咳
な
ど
の
呼
吸
器
症
状
が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。

２
週
間
以
上
、咳
が
続
く
場
合
は
、風
邪
で
は
な
く
咳
喘
息
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
で
は
、
呼
吸
器
の
専
門
外
来
を
、
週
５
コ
マ
〔
月
・
火
・
水
・

金
曜
日
の
各
午
前
（
受
付
８
時
30
分
～
正
午
）、
金
曜
日
の
午
後
（
受
付
13
時
30

分
～
17
時
）〕に
開
設
し
て
い
ま
す
。担
当
の
川
田
博
医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

「
咳
喘
息
」
と
は　

　

咳
喘
息
は
、
症
状
が
咳
だ
け
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
状
態
を
指
し
ま

す
。“
咳
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
”と
い
う
の
は
、「
気
管
支
喘
息
」

　
「
康
心
会
汐
見
台
病
院
に
は
、

呼
吸
器
を
専
門
と
す
る
医
師
が
２

名
〈
非
常
勤
医
１
名
／
21
年
９
月
現
在
〉

お
り
、
専
門
外
来
を
担
当
し
て
お

り
ま
す
。

　

呼
吸
器
は
、
主
に
、
上
気
道
と

下
気
道
に
分
か
れ
ま
す
。
診
療
科

目
で
い
う
と
、
上
気
道
（
鼻
か
ら

喉
頭
に
か
け
て
）
は
、『
耳
鼻
咽

の
症
状
で
あ
る
喘ぜ
ん
め
い鳴

（
呼
吸
時
に

「
ゼ
ー
ゼ
ー
」「
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
」

と
音
が
す
る
）
を
と
も
な
わ
な
い

状
態
が
、
咳
喘
息
に
な
る
か
ら
で

す
。
咳
喘
息
で
は
、
乾
い
た
咳
が

続
き
ま
す
。

喉
科
』で
扱
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
下
気
道（
気
管
か
ら
肺
）

は
、『
呼
吸
器
内
科
』
が
担
当
す

る
こ
と
が
多
く
、
主
に
、
肺
や
気

管
支
、
胸
膜
な
ど
の
疾
患
や
症
状

を
中
心
に
診
療
し
て
い
ま
す
」

呼
吸
器
の
該
当
疾
患

　
「
呼
吸
器
内
科
で
扱
う
主
な
疾

患
は
、
感
染
症
（
肺
炎
・
肺
結
核

な
ど
）、
肺
疾
患
（
肺
腫
瘍
、
肺

気
腫
な
ど
）、
気
道
系
疾
患
（
気

管
支
喘
息
、
気
管
支
拡
張
症
な

ど
）、
呼
吸
調
節
系
疾
患
（
睡
眠

時
無
呼
吸
症
候
群
、
過
換
気
症
候

群
な
ど
）、
肺
循
環
系
疾
患
（
肺

塞
栓
症
、
肺
性
心
な
ど
）、
胸
膜

疾
患（
胸
膜
炎
、気
胸
な
ど
）で
す
」

咳
を
軽
視
し
な
い
で

　
「
人
間
は
、
呼
吸
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
そ
の
た
め
、
呼
吸
器
系

の
病
気
が
悪
化
し
た
場
合
は
、
命

に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
咳
な
ど
は
、
日
常
的
に

よ
く
あ
る
症
状
で
も
あ
り
、『
た

だ
咳
が
長
く
続
い
て
い
る
だ
け
』

と
い
う
軽
い
認
識
で
受
診
が
遅

咳
が
出
や
す
い
季
節

　

こ
こ
で
は
、
気
象
条
件
や
環
境

を
取
り
上
げ
て
、
な
ぜ
秋
に
咳
が

出
や
す
い
の
か
説
明
し
て
い
き
ま

す
。

◆
気
候
・
気
圧
の
変
化

　

気
温
の
寒
暖
差
や
、
気
圧
の
変

化
が
大
き
く
な
る
の
が
秋
で
す
。

冷
気
を
吸
っ
た
際
に
、
咳
や
喘
鳴

な
ど
の
症
状
が
出
や
す
く
な
り
ま

す
。

◆
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
の
吸
入

　

ダ
ニ
の
動
き
が
活
発
な
夏
よ
り

も
、
糞
や
死
骸
が
広
が
る
秋
の
方

れ
、
そ
の
背
景
に
あ
る
重
大
な
疾

患
の
発
見
が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
方

は
、
呼
吸
器
関
連
の
病
気
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
で
す
。

　
▽
咳
が
長
引
く

　
▽
痰
が
切
れ
に
く
い

　
▽
体
を
動
か
す
と

　
　
　
　

す
ぐ
に
息
が
切
れ
る

　
『
大
し
た
こ
と
は
な
い
』
と
自

己
判
断
せ
ず
、
当
院
の
呼
吸
器
の

外
来
で
、
専
門
的
な
診
察
を
受
け

ま
し
ょ
う
」。　

 　
　

取
材
協
力

が
、
ダ
ニ
ア
レ
ル
ギ
ー
は
ひ
ど
く

な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
秋
は
、
ブ
タ
ク
サ
に
よ
る

花
粉
ア
レ
ル
ギ
ー
も
顕
著
に
な
り

ま
す
。
ブ
タ
ク
サ
の
花
粉
は
、
ス

ギ
な
ど
に
比
べ
て
小
さ
く
、
気
管

支
に
届
き
や
す
い
た
め
、
咳
が
出

や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

◆
風
邪

　

湿
度
が
徐
々
に
下
が
り
、
空
気

が
乾
燥
す
る
秋
に
は
、
風
邪
の
原

因
ウ
イ
ル
ス
が
活
発
に
な
り
ま

す
。
風
邪
に
誘
発
さ
れ
、
咳
喘
息

が
引
き
起
こ
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

◆
疲
労
・
ス
ト
レ
ス

　

夏
の
暑
さ
を
乗
り
切
っ
た
後
の

疲
労
や
、
体
力
低
下
は
、
喘
息
を

悪
化
さ
せ
る
要
因
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊　

　

咳
喘
息
は
、
放
っ
て
お
く
と
、

気
管
支
喘
息
に
移
行
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
呼
吸
器
内

科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

異物が侵入すると
上下気道が感知し、
脳の“咳中枢”へ情報
を送る

“咳中枢”から
異物の排除指令が
出て、咳をして
体内から出す

異物侵入と咳のメカニズム

康心会汐見台病院
呼吸器専門外来 担当

川田 博 医師

康心会
汐見台病院

呼吸器
専門外来

月 火 水 木 金 土

川田Dr.川田Dr.川田Dr.
午前

午後

ACCESS 京急線

磯子駅

屏風浦駅
環
２

汐見台交番前

ＪＲ 16P有康心会
汐見台病院
磯子区汐見台1-6-5

康心会
汐見台病院

☎045‐761‐3581

2021年10月
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階下は医療法人回生会
ふれあい横浜ホスピタル

全居室に
風呂・トイレを完備

類型：介護付有料老人ホーム／土地・建物の権利形態：通常借家契約（20年以上の長期賃貸借契約締結済）自動更新条項あり、契約期間
2026年5月30日迄／敷地面積：2385.70㎡／延床面積：有料老人ホーム該当部分5991.30㎡、鉄骨・鉄筋コンクリート造の10階～18階部
分および一部1階部分／住居の権利形態：利用権方式（返還金制度あり）／開設日：2006年7月1日／募集：５室（総居室数107室）／入居一
時金：1000万円～5250万円／管理費13万2000円～29万7000円（税込）、※介護認定を受けていない場合は、別途「健康管理費」（月2
万2000円）の負担あり／食費：3万6150円(1日3食30日の場合)、厨房運営費（月）3万2760円／入居資格：65歳以上の自立または要支援・
要介護の認定者／事業主：有限会社湘南ふれあいの園／建物所在地：神奈川県横浜市中区万代町2‒3‒３／広告有効期限：2021年11月30日 

見学会のお申込み・
資料請求 ０45-681-2951

受付 ９：００～１8：００

「衣・食・住」がそろう理想的な老人ホーム
関内駅から徒歩３分の立地。さらにすぐ隣は
ショッピング街「伊勢佐木町」という利便性

同じ建物にある病院「ふれあい横浜ホスピタ
ル」が全面サポート。24時間の緊急時対応も

「内科」のほか、「透析センター」「整形外科」
「泌尿器科」など、専門医療が階下にある安心感

６５歳以上であれば、「自立」の方
から「要介護５」の方まで、入居可能

眺望の良さ、ゆったりした室内、内装など、
前身のホテル時代の名残を感じさせる

心身状態の変化による「退去や介護
棟への移転の心配なし！」がポリシー

JR

日ノ出川
公園

地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

関
内
駅

首
都
高
速

シニアホテル
横浜

横浜文化
体育館

万代町
１丁目

万代町
２丁目

JR「関内駅」または横浜市営地下鉄
「伊勢佐木長者町駅」から徒歩３分　　　　　

首都高速横羽線「横浜公園」ＩＣまたは
首都高速狩場線「阪東橋」ＩＣから３分

電車

車

見学会開催
要予約

各日２組さま限定企画各日２組さま限定企画

11月３日 水・祝　11月23日 火・祝▶

シニアホテル横浜シニアホテル横浜
介護付有料老人ホーム介護付有料老人ホーム

実際の居室からの眺め

横浜市中区万代町２‐３‐３

20名〈11/11㊍まで・申込順〉
60,000円（税・テキスト代込）

 介護職員初任者研修

募集定員

受講料

 介護福祉士

０４６７ｰ８４ｰ5９６６
０４６７ｰ８４ｰ0576

国家試験対策講座
　　　 １２月開講予定！！［全２日間］

FAX 

ＴＥＬ 

メール fureai-kensyu@fureai-g.or.jp

申込み・問合せ

11月18日（木）～３月17日（木）
2021年 2022年

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 別館３階「演習室」
（JR茅ケ崎駅から徒歩１8分）スクーリングは期間中に計１７日間

　　〈週１回ペース〉

就職時キャッシュバック制度、受講料ペア割 など

期 間

特典

会場

茅ヶ崎市南湖1-6-11茅ヶ崎リハビリテーション専門学校内 
学校法人湘南ふれあい学園「ふれあい医療福祉研修センター」宛

〒253‐
0061

11月生
大募集!

　

○
…
着
任
か
ら
半
年
経
っ
た

今
も
、
こ
れ
ま
で
の
大
学
病
院
と

異
な
る
様
子
に
、
新
鮮
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。「
当
然
の
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
患
者
さ
ま
は
こ

の
磯
子
エ
リ
ア
の
方
が
多
く
、
地

域
な
ら
で
は
の
情
報
網
や
、
地
元

生
活
へ
の
愛
着
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
当
院
は
、
地
域
に
密
着
し
、

皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
、
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
」。

　

○
…
医
療
漫
画
「
ブ
ラ
ッ
ク
・

ジ
ャ
ッ
ク
」
を
読
み
、
手
術
の
腕

が
立
つ
医
師
に
憧
れ
た
少
年
期
。

進
学
し
た
東
京
慈
恵
会
医
科
大

学
で
、「
病
気
を
診
ず
し
て
病
人

を
診
よ
」の
建
学
の
精
神
を
学
び
、

「
病
気
そ
の
も
の
だ
け
を
診
る
の

で
は
な
く
、
元
々
抱
え
て
い
る
疾

患
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
、
家
族
背

景
な
ど
、
患
者
さ
ま
一
人
ひ
と
り

の
こ
と
を
考
え
た
医
療
が
大
切
」

と
、
忠
実
に
実
践
し
て
い
る
姿
が

あ
り
ま
す
。
産
婦
人
科
の
道
に
進

ん
だ
理
由
を
、「
女
性
の
一
生
を

ト
ー
タ
ル
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
診

療
科
と
い
う
こ
と
に
加
え
て
、
お

産
の
現
場
で
『
お
め
で
と
う
』
の

言
葉
が
飛
び
交
う
ハ
ピ
ネ
ス
の
雰

囲
気
に
、
専
攻
を
決
意
し
ま
し

た
」
と
、
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

○
…
前
任
の
東
京
慈
恵
会
医

科
大
学
附
属
病
院
（
本
院
）「
母

子
医
療
セ
ン
タ
ー
」
で
の
周
産
期

経
験
を
活
か
し
、
現
在
、
産
科

で
は
、
一
般
診
察
や
妊
婦
健
診
、

帝
王
切
開
術
を
担
当
す
る
ほ
か
、

時
間
外
の
緊
急
分
娩
に
も
、
オ
ン

コ
ー
ル
で
駆
け
つ
け
ま
す
。「
有

事
の
際
も
、
患
者
さ
ま
の
安
心
・

信
頼
を
裏
切
ら
な
い
医
療
が
、

重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

○
…
婦
人
科
診
療
で
は
、
手

術
や
外
来
業
務
に
加
え
、
病
棟

管
理
も
担
当
し
、「
他
の
主
治
医

の
患
者
さ
ま
で
あ
っ
て
も
、
主
体

的
に
治
療
に
携
わ
り
、
看
護
師
と

協
力
の
上
で
、
責
任
を
も
っ
て
診

療
に
あ
た
り
ま
す
」。
医
療
者
や

病
院
の
都
合
で
は
な
く
、
徹
底

し
た
“
患
者
フ
ァ
ー
ス
ト
”
を

心
掛
け
、「
例
え
ば
、
療
養
が
終

わ
り
、
退
院
が
近
づ
い
た
時
点

で
、
ご
家
庭
の
準
備
が
不
十
分

で
あ
れ
ば
、
ご
家
族
を
含
め
て

話
し
合
い
、
退
院
時
期
の
調
整

な
ど
も
検
討
い
た
し
ま
す
」
と
、

真
摯
な
言
葉
が
続
き
ま
し
た
。

こ
の「
人
」に
聞
く

  

責
任
を
も
っ
て
女
性
を
支
え
る

　
　
　「
患
者
フ
ァ
ー
ス
ト
」　の
精
神

草壁 広大 医師
 （くさかべ こうだい）　　　　

康心会汐見台病院
【産婦人科】

康
心
会
汐
見
台
病
院

磯
子
区
唯
一
の「
産
後
母
子
ケ
ア
指
定
病
院
」

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
は
、「
横
浜
市
産
後
母
子
ケ
ア
事
業
」
の
対
象
者
や
、
産

後
の
母
子
が
、
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
場
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
で
す
。
同

院
に
は
、
産
婦
人
科
医
や
助
産
師
に
よ
る
支
援
体
制
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

横
浜
市
の
母
子
ケ
ア
制
度
と
は

　

横
浜
市
に
は
、
出
産
後
の
母
子

が
、
育
児
や
心
身
の
ケ
ア
を
受
け

ら
れ
る
「
産
後
母
子
ケ
ア
事
業
」

に
基
づ
い
た
制
度
が
あ
り
ま
す
。

施
す
る
医
療
機
関
）
は
、
康
心
会

汐
見
台
病
院
で
す
。

　

出
産
後
の
入
院
期
間
を
延
長
し

た
り
、
退
院
後
に
日
中
の
時
間
帯

に
ケ
ア
を
受
け
る
「
デ
イ
ケ
ア
」、

宿
泊
し
な
が
ら
必
要
な
ケ
ア
を
受

け
る
「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」
な
ど
、

幅
広
い
プ
ラ
ン
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

担
当
医
や
助
産
師
対
応
が
充
実

　

ま
た
同
院
で
は
、
助
産
師
に
よ

る
産
前
の
保
健
指
導
の
ほ
か
、
産

後
の
母
乳
外
来
を
設
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
出
産
前
後
の
女
性

が
、
身
近
に
感
じ
、
頼
り
や
す
い

「
助
産
師
」
と
い
う
職
種
を
活
か

し
て
、
多
く
の
サ
ポ
ー
ト
を
提
供

す
る
た
め
の
体
制
で
す
。

　

産
婦
人
科
担
当
医
は
10
名
（
常

勤
医
３
名
、
非
常
勤
医
７
名
／
21

年
９
月
現
在
）
お
り
、
科
長
の
中

田
裕
信
医
師
や
丸
田
剛
徳
医
師
、

草
壁
広
大
医
師
＝
今
号
「
こ
の
人

に
聞
く
」
で
紹
介
＝
ら
が
、
産
前

　

こ
れ
は
、
出
産
し
た
母
と
そ
の

乳
児
が
、
病
院
や
助
産
院
に
滞
在

し
、
育
児
や
出
産
後
の
母
体
に
つ

い
て
、
深
い
知
見
の
あ
る
助
産
師

な
ど
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

て
、心
身
の
回
復
を
は
か
っ
た
り
、

育
児
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
い
く
つ
か
の
要
件
が
あ
り
ま

す
。
区
に
よ
っ
て
、
ケ
ア
を
受
け

る
場
で
あ
る
医
療
機
関
等
も
異
な

る
の
で
、
詳
し
い
対
象
要
件
や
ケ

ア
内
容
な
ど
は
、
管
轄
の
区
役
所

（「
こ
ど
も
家
庭
支
援
課
」
な
ど
）

に
問
い
合
わ
せ
て
、
具
体
的
な
利

用
方
法
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

磯
子
区
は
汐
見
台
病
院

　

磯
子
区
の
「
産
後
母
子
ケ
ア
事

業
」
の
委
託
事
業
者
（
ケ
ア
を
実

産
後
の
女
性
の
ほ
か
、
幅
広
い
世

代
の
女
性
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
担
当
医
は
、「
産
科
・
婦
人

科
に
関
わ
ら
ず
、
患
者
さ
ま
の
ご

希
望
や
生
活
環
境
を
考
え
て
、
よ

り
良
い
出
産
・
育
児
と
な
る
よ
う

に
、
そ
し
て
治
療
で
は
、
安
全
で

よ
り
適
切
な
内
容
、
ま
た
手
術
で

は
、
可
能
な
限
り
低
侵
襲
な
手
術

を
考
慮
し
な
が
ら
、
寄
り
添
っ
た

医
療
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

　

産
婦
人
科
で
は
、
月
曜
日
か
ら

汐見台病院での産後ケアの料金

横浜市
産後母子
ケア事業
  対象者※

2,000円

22,000円

20,000円
30,000円

33,000円
40,000円

44,000円

6,000円
9,000円

デイケア
１日８時間
（9時～17時）

他院
分娩者

汐見台
病院
分娩者

自
費
利
用
の
場
合

ショートステイ
１泊２日
２泊３日

※主な対象要件
・横浜市在住で産後４カ月未満の母子
・産後に心身の不調や育児不安がある
・サービス利用時に治療中の疾患がない
     （通院服薬のみは利用できる場合もあり）

注・利用は７日間まで

土
曜
日
（
各
午
前
・
午
後
）
に
外

来
診
療
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

妊
婦
健
診
に
対
し
て
は
、
専
門
外

来
を
設
け
る
こ
と
で
、
待
ち
時
間

の
短
縮
を
は
か
っ
て
お
り
ま
す
。

当
院
を
是
非
、ご
利
用
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。〈
取
材
協
力
〉

▽
康
心
会
汐
見
台
病
院

　
☎
０
４
５・７
６
１・３
５
８
７

　
　
（
受
付
／
平
日
９
時
〜
17
時
）

　
横
浜
市
磯
子
区

　
　
　
　
　
汐
見
台
１
の
６
の
５

午前

昼

午後

翌日

昼食   授乳   沐浴
リラックスタイム

夕食   シャワー
授乳  乳房ケア

朝食 昼食  沐浴  授乳

助産師が産後ママさんのお話を聞き、
その方に合った個別のプランを立てます

〈16：30～17：00〉

入院・産科病棟へ

退院へ

オリエンテーション
ママの健康チェック
ベビーの発育チェック

康心会汐見台病院
ショートステイ１泊２日の例

横浜市産後母子ケア事業・磯子区

注・内容は主なもの、時間は大まかな目安です。
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学部（入試事務室）学部（入試事務室）

☎045-821-0115 ☎045-821-0115 
大学院・専攻科大学院・専攻科

☎045-821-0111 

※こちらに掲載しているのは、直近の入試日程です。
　今年度の各入試日程などは、本学ホームページで詳細をご覧ください。

看護学科

医療薬学科

リハビリ
テーション学科

基礎学力・
面接

保健医療学部

保健医療学部

薬学部 基礎学力・
小論文・面接

学校推薦型選抜Ⅰ期

11月14日（日）

・学校推薦型選抜
・２年次編入

11月13日（土）

学校推薦型選抜Ⅱ期

12月12日（日）

試験日

140名

130名

40名
理学療法学専攻

40名
作業療法学専攻

入学定員試験科目

湘南医療大学の特長
私たちは、学生一人ひとりの「夢」の実現の支援を
大切にしています。薬学部と保健医療学部では、国家試験に
合格できるように、そして医療人として成長していくために、
経験豊かな教員がきめ細やかな教育を行なっています。

「健康増進・予防領域」「心身機能回復領域」
「助産学領域」における
高度専門職業人として活躍できる
人材を育成します。

大学院

保健医療学研究科

書類審査・学力試験・面接
　　　　　　  [ 英語・専門科目㊟ ]

㊟専門科目は一般選抜のみ

・学校推薦型選抜
・一般選抜
・社会人特別選抜

12月12日（日）

試験日・科目

（         ）
12名
４名
助産学領域

健康増進・予防領域
心身機能回復領域
助産学領域

入学定員

「保健師国家試験」または「助産師国家試験」
の受験資格が１年間で取得可能。
同一専攻科内に２つの養成課程を
備え、「チーム医療」を意識付けます。

専攻科

   学力試験・面接
[看護学一般・専門基礎・小論文 ]

一般選抜

11月13日（土）

試験日・科目 入学定員

20名
公衆衛生看護学専攻

15名
助産学専攻

＊

＊指定申請中

東戸塚キャンパス東戸塚キャンパス 横浜山手キャンパス薬学部新校舎通学キャンパス
現在の東戸塚キャンパスに新築の薬学部校舎や、新キャンパスとして
「横浜山手キャンパス」がオープンします（2022年度予定）。

2022年度
学部学部 大学院、専攻科大学院、専攻科

薬学 /看護 /リハビリ 保健師 /助産師

＊

除
菌
・
換
気
の
ほ
か
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
も

感
染
対
策
の
徹
底
化
で
安
心
の
通
院
環
境
に

ふ
れ
あ
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
泉
〈
人
工
透
析
／
通
所
リ
ハ
ビ
リ
〉

ウ
イ
ル
ス
は
体
内
に
入
り
込
ん
で
増
殖
！

い
る
ご
様
子
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

直
ち
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

検
査
結
果
が
出
る
ま
で
、
当
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
他
の
患
者
さ
ま

と
の
接
触
を
避
け
て
、
透
析
治
療

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
通

院
日
や
時
間
、
ベ
ッ
ド
環
境
を
限

定
し
て
、
治
療
の
継
続
を
可
能
に

し
て
い
ま
す
。（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
が
判
明
し
た
〈
検

査
結
果
が
陽
性
だ
っ
た
〉場
合
は
、

神
奈
川
県
の
制
度
に
従
っ
て
、
入

院
等
の
手
配
と
な
り
ま
す
）」。

者
さ
ま
と
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
利
用
者
さ
ま
に
対
し
、

自
宅
と
ク
リ
ニ
ッ
ク
間
を
送
迎
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
各
送
迎
用
の
専

用
車
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
車
内
で

も
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
と
同
じ
よ
う

に
、
窓
を
開
け
て
換
気
を
十
分
に

行
な
い
な
が
ら
、
走
行
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
到
着

し
た
際
に
は
、
し
っ
か
り
と
除
菌

清
掃
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
」

　
―
―
―
そ
の
ほ
か
の
対
策
は
あ

り
ま
す
か
？

　
「
は
い
。
さ
ら
に
、
ご
来
院
さ

れ
る
患
者
さ
ま
・
利
用
者
さ
ま
の

体
調
に
関
し
て
、
注
意
深
く
見
守

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

発
熱
症
状
や
息
苦
し
さ
を
抱
え
て

治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

た
め
に
、
定
期
的
に
お
通
い
に
な

ら
れ
る
患
者
さ
ま
・
利
用
者
さ
ま

が
ほ
と
ん
ど
で
す
の
で
、
個
別
の

ベ
ッ
ド
や
器
具
周
り
の
清
掃
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
デ
イ
ル
ー
ム
で

の
お
食
事
の
際
は
、
お
隣
の
方
と

の
ス
ペ
ー
ス
を
十
分
に
確
保
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
ご
希
望

に
よ
っ
て
は
、
個
別
と
な
っ
て
い

る
ベ
ッ
ド
の
上
で
、
お
召
し
上
が

り
に
な
ら
れ
る
こ
と
に
も
、
対
応

し
て
お
り
ま
す
」

　
―
―
―
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
通
わ
れ

て
く
る
方
に
対
し
て
は
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
し
て
い
ま
す
か
？

　
「
ま
ず
、
送
迎
過
程
で
の
対
策

に
つ
い
て
、
お
話
い
た
し
ま
す
。

　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
透
析
患

　
―
―
―
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
の
感
染

対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？

　
「『
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
泉
』

で
は
、
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、

２
時
間
ご
と
に
10
分
間
に
及
ぶ
換

気
を
実
施
し
、
さ
ら
に
、
午
前
・

午
後
の
各
時
間
帯
に
除
菌
清
掃
を

行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
人
工
透
析

　

泉
区
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
泉
」
で
は
、
人
工
透
析
治
療
や
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
感
染
対
策
を
徹
底
し
、
安
心
し
て
通
院

で
き
る
よ
う
に
、医
療
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

目
に
見
え
な
い
が
認
識
を

　

普
段
の
生
活
で
は
、
人
間
は
ウ

イ
ル
ス
を
目
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
し
か
し
ウ
イ
ル
ス
は
、

わ
ず
か
な
隙
を
狙
っ
て
常
に
体
内

に
侵
入
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
対
策
を
習
慣
化
し
予

防
を
行
な
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

細
胞
を
借
り
て
増
殖
し
て
い
き
ま

す
。
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
を
利
用

し
て
、
さ
ら
に
他
の
人
の
体
内
に

入
り
込
み
、
繰
り
返
し
増
殖
し
て

い
き
ま
す
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
ウ
イ
ル

ス
を
根
絶
し
、
生
き
残
ら
せ
な
い

た
め
に
は
、
人
間
の
体
内
に
入
ら

せ
な
い
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま

す
。

に
お
い
て
は
、
約
３
万
種
の
ウ
イ

ル
ス
が
見
出
さ
れ
、
球
型
や
ひ
も

状
な
ど
、
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴
は
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。　

単
体
で
は
生
き
残
れ
な
い

　

ウ
イ
ル
ス
は
、
単
体
で
は
生
き

残
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、

人
間
の
体
内
に
入
り
込
み
、
人
の

　
「
ウ
イ
ル
ス
」
と
は
、
ラ
テ
ン

語
で
「
毒
」
を
意
味
し
ま
す
。
ウ

イ
ル
ス
の
分
類
と
命
名
法
の
認
可

を
行
な
っ
て
い
る
「
国
際
ウ
イ
ル

ス
分
類
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
）」

　

今
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
流
行

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
季
は
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」

「
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
」
な
ど
の
感
染
に
も
、
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

隔離環境の透析ベッドを用意

人工透析室の様子   〈全て取材協力〉

横浜市泉区中田南4-3-23
☎045-803-3221

22長後街道長後街道

中田駅

ふれあい
クリニック
泉

マクドナルドマクドナルド

あさひあさひ

中田小

丸の内公園丸の内公園

中田小学校入口
ミニストップミニストップ ウイルス対策 ＊一般的なもの

こまめな手洗い
意識的に手指を消毒
マスクの着用
　  重要：必ず鼻と口を覆うこと

体の抵抗力を下げないように
栄養をつけ、十分な睡眠を

キ
リ
ト
リ

3



当院のホームページ上で動画をUPします

視聴の際のご不明点は
左記電話番号へ
お問合せください。

公開日以降に、ホームページ上で
動画を自由に見ることができます。

ふれあい東戸塚ホスピタル
☎045-827-2637（代表）
横浜市戸塚区上品濃16ｰ８

お問合せ

　交通事故や転倒によって、脳に外傷が
発生すると、さまざまな障害が生じます。そ
して、障害による症状を緩和させるには、リ
ハビリがとても重要になります。では、どのよ
うなリハビリが良いのでしょうか。当院の医
師が、わかりやすく丁寧に解説いたします。

高次脳障害のリハビリ（仮題）

   We b   Ｗｅｂ
 医学講座

視聴フリー視聴フリーお好きな場所・時間に、何度でも！

11月26日（金）から公 開

講 師
ふれあい東戸塚ホスピタル
                     脳神経外科 　山本 征夫 医師

会場入場またはオンライン視聴でご参加を

会場周辺の地図→

オンライン視聴は
このQRコードから
お申込みください。

会場入場は事前予約・１０名さまです。

大通り公園

地下鉄 関内駅
横浜

スタジアム

首都高速

横浜公園

横浜文化体育館

関内駅

ふれあい
横浜

ホスピタル
地下鉄
伊勢佐木
長者町駅ふれあい横浜ホスピタル

☎045-681-5101（代表）
横浜市中区万代町２ｰ３ｰ３

お問合せ・ご予約

 「介護保険」という言葉は知っているけれど、
実は、制度やケアマネジャーの役割がよくわ
からない…。そんな疑問を講座で解決！ケア
マネジャー本人が、わかりやすく解説します。

介護保険とケアマネとは
～みんなで支え合う
    介護制度について学びましょう～

参加無料参加無料
医学講座

会場：ふれあい横浜ホスピタル ２階 会議室

オンラインで
自宅視聴も！

11月29日（月）14：00から日 時

講 師
ふれあい横浜ホスピタル
             主任   竹内 すなお ケアマネジャー

電話またはメールで応募連絡後、
必要書類を郵送してください。
　    【選考】書類・面接 など
〒253-0084 
茅ヶ崎市円蔵370-20
エフ.アンド.ユアライフ３F新聞宛
☎0467（58）5678
　 fy-kouho@fureai-g.or.jp

㈲エフ.アンド.ユアライフ

健康生活お役立ち新聞
記者・編集
未経験ＯＫ！意欲重視

応募〆切／11月15日㈪

◇長期勤続によるキャリア形成
   のため、若年者等を積極採用

資格／要普免（AT限定可）
年齢／40歳位まで
勤務予定地／茅ヶ崎市
待遇／社会保険完備、賞与、
         医療費補助制度 ほか

募集職種

正社員募集

気
管
支
喘
息

秋
は「
寒
暖
差
」と「
ダ
ニ
」が
引
き
金
に

〜
喘
息
の
質
問
に
答
え
ま
す
〜

喘
息
と
風
邪
に
大
差
！
咳
症
状
の
時
間
帯

取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

を
踏
ま
え
、
喘
息
の
ほ
か
に
、
肺

気
腫
な
ど
の
他
疾
患
の
可
能
性
も

考
え
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
診
療

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

喘
息
は
重
症
化
す
る
と
、
最
悪

の
場
合
、
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
呼
吸
の
心
配
事
は
、
お
早

め
に
ご
受
診
く
だ
さ
い
」。

◆
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
呼
吸
器
内
科

　
㈫
午
後
／
㈮
午
前
／
㈯
午
前

☎
０
４
５・８
２
７・２
６
３
７

横
浜
市
戸
塚
区
上
品
濃
16
の
８

は
、
夜
間
や
明
け
方
に
激
し
い
咳

や
息
苦
し
さ
な
ど
の
発
作
が
起

き
、
昼
間
は
無
症
状
と
い
う
大
き

な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
風
邪
は
、

昼
夜
を
問
わ
ず
咳
が
出
ま
す
。

　

お
父
さ
ま
の
咳
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
？
こ
れ
は
一
つ
の
目
安
で
す

の
で
、
呼
吸
器
内
科
の
受
診
を
お

す
す
め
い
た
し
ま
す
」

【
よ
く
あ
る
質
問
②
】

　
喘
息
は
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
係
す

る
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
検
査
は

貴
院
で
可
能
で
す
か
？

　
（
本
間
副
院
長
）「
は
い
。
ふ
れ

あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、

喘
息
の
原
因
と
な
る
ア
レ
ル
ギ
ー

の
検
査
が
可
能
で
す
。

　

当
院
で
は
、
呼
吸
器
の
専
門
医

が
、
患
者
さ
ま
の
症
状
に
合
わ
せ

て
、
適
切
な
喘
息
の
治
療
方
法
を

提
案
す
る
と
と
も
に
、
年
齢
な
ど

【
よ
く
あ
る
質
問
①
】

　

父
が
息
を
す
る
と
、「
ゼ
ー

ゼ
ー
」「
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
」と
い
っ

た
音
が
聞
こ
え
ま
す
。
咳
も
出
る

の
で
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
よ
く

あ
る
風
邪
か
と
思
い
ま
す
が
、
診

察
の
必
要
は
あ
り
ま
す
か
？

　
（
本
間
副
院
長
）「
お
父
さ
ま
か

ら
聞
こ
え
る
の
は
、
喘ぜ
ん
め
い鳴
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
喘
息
の

症
状
の
一
つ
で
、
他
に
は
、
激
し

い
咳
や
、
呼
吸
の
苦
し
さ
が
あ
り

ま
す
。

　

確
か
に
、
ご
質
問
の
通
り
、
風

邪
や
、
気
管
支
炎
な
ど
で
も
似
た

症
状
が
出
ま
す
。
し
か
し
喘
息
で

　

喘
息
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
で
よ
く
あ
る
質
問
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。
お
答
え
い
た
だ
く
の
は
、
ふ
れ

あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
本
間
和
夫
副
院
長
で
す
。

体
温
調
節
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

り
、
室
内
で
は
、
外
と
の
気
温
差

が
５
℃
以
内
に
な
る
よ
う
に
心
掛

け
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

夏
の
後
に
蓄
積
さ
れ
る

　

ま
た
、
気
管
支
喘
息
の
ア
レ
ル

ゲ
ン
と
な
る
ダ
ニ
は
、
部
屋
の
中

で
暑
い
夏
に
繁
殖
し
、
秋
に
死
骸

や
糞
が
溜
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

吸
い
込
む
こ
と
で
も
発
作
が
起
こ

る
の
で
、
こ
ま
め
に
清
掃
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

す
。
そ
こ
に
冷
た
い
空
気
を
吸
っ

た
り
す
る
と
、
気
道
が
温
度
変
化

に
つ
い
て
い
け
ず
、
発
作
を
起
こ

し
ま
す
。

　

特
に
今
は
季
節
変
化
が
激
し

く
、
喘
息
で
は
、
わ
ず
か
な
気
温

差
で
も
刺
激
に
な
る
た
め
、
重
症

化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
日
中
と

夜
中
や
朝
方
の
寒
暖
差
は
、
発
作

が
起
こ
り
や
す
く
な
る
の
で
、
注

意
が
必
要
で
す
。

　

寒
暖
差
を
少
な
く
す
る
た
め

に
、外
出
時
は
服
を
重
ね
着
し
て
、

　

呼
吸
器
の
病
気「
気
管
支
喘
息
」

は
、
体
の
中
の
空
気
の
通
路
「
気

管
支
」
が
狭
く
な
り
、
呼
吸
苦
の

状
態
を
繰
り
返
す
も
の
で
す
。

　

喘
息
を
抱
え
て
い
る
人
は
、
体

内
の
「
気
道
」
が
炎
症
を
起
こ
し

て
、
敏
感
に
な
っ
て
い
る
状
態
で

ふれあい東戸塚ホスピタル
呼吸器内科

本間 和夫 副院長

肺
炎
球
菌
、子
宮
頸
が
ん
、帯
状
疱
疹
な
ど

感
染
ウ
イ
ル
ス
へ
の
予
防
接
種
対
策

実
施
病
院
の
院
長
が
解
説

ワ
ク
チ
ン
接
種〔  

　
　     

〕を
勧
め
る
理
由

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
坂
本
芳
雄 
院
長

免
疫
機
能
が
低
下
し
て
い
る
方
で

は
、
症
状
が
悪
化
し
や
す
い
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
」

　
―
―
―
で
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
も

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を

受
け
た
方
が
い
い
で
す
ね
。

　
「
は
い
。
例
年
の
よ
う
に
、
今

年
も
秋
冬
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
く

こ
と
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
当
院
へ
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
」。

　
―
―
―
お
話
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

る
と
肺
炎
の
ほ
か
、
持
病
が
悪
化

す
る
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。
最
悪

の
場
合
、
死
に
至
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
非
常
に
恐
ろ
し
い
ウ
イ
ル
ス
で

す
」

　
―
―
―
他
の
予
防
接
種
の
良
い

例
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

で
す
。
罹
患
後
、
１
週
間
ほ
ど
で

軽
快
す
る
も
の
と
広
く
知
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
高
齢
者
の
ほ
か
、

呼
吸
器
・
循
環
器
・
腎
臓
に
慢
性

疾
患
を
持
つ
方
（
年
齢
を
問
わ
な

い
）、
糖
尿
病
な
ど
の
代
謝
疾
患
、

し
た
が
、
多
く
の
方
に
接
種
を
行

な
う
こ
と
が
で
き
、
地
域
貢
献
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

お
り
ま
す
」

　
―
―
―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
限
ら
ず
、
予
防
注
射
が
苦
手
な

人
は
一
定
数
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　
「
確
か
に
、
予
防
接
種
を
苦
手

と
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
接
種
し
な
い
リ
ス

ク
を
考
え
た
ら
、
そ
ち
ら
の
方
が

大
変
危
険
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
は
、

既
に
ご
存
知
の
よ
う
に
、
感
染
す

　
―
―
―
貴
院
（
ふ
れ
あ
い
横
浜

ホ
ス
ピ
タ
ル
）
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行

な
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　
「
は
い
。
当
院
で
は
、
今
年
７

月
か
ら
、
一
般
の
方
に
対
す
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
取
り
組
み
で
あ
り
ま

　

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
（
JR
関
内
駅
徒
歩
３
分
）
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
を
は
じ
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
肺
炎
球
菌
、
子
宮
頸
が
ん
な
ど
の
予
防

接
種
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
院
長
の
坂
本
芳
雄
医
師
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

の
感
染
の
予
防
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

無
料
（
公
費
負
担
）
で
接
種
で

き
る
期
間
は
、
小
学
校
６
年
生
か

ら
高
校
１
年
生
相
当
ま
で
で
す
。

し
か
し
、
有
効
性
は
主
に
45
歳
ま

で
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
無
料
の

接
種
期
間
を
問
わ
ず
、
ワ
ク
チ
ン

に
よ
る
予
防
を
検
討
し
て
み
て
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
ほ
か
、
予
防
接
種
の
種
類

に
は
、神
経
痛
の
原
因
に
な
る「
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
」
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

普
段
の
生
活
の
対
策
も
必
要

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
有
効
な
予
防

対
策
で
す
が
、
日
常
生
活
上
の
予

防
習
慣
は
、
何
よ
り
も
身
近
な
対

策
に
な
り
ま
す
。

　

手
洗
い
、
う
が
い
、
栄
養
の
保

持
に
心
掛
け
、
適
度
に
体
を
動
か

し
、
禁
煙
に
努
め
る
こ
と
が
、
あ

ら
ゆ
る
感
染
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

厚
生
労
働
省
「
２
０
２
０
年 

人
口
動
態
統
計
」
に
よ
る
と
、
国

内
に
お
い
て
、
肺
炎
が
原
因
の
死

亡
割
合
は
、
８
．
８
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

肺
炎
を
予
防
す
る
た
め
に
、
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
有
効
に
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

子
宮
頸
が
ん
や
帯
状
疱
疹
も

　

ま
た
、
横
浜
市
の
定
期
接
種
と

し
て
は
、「
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
接
種
」も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と
な
る
Ｈ
Ｐ

Ｖ（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）

に
よ
る
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
、
毎
年
、
５
歳
ご
と
（
65
歳
・

70
歳
・
75
歳
・
80
歳
…
）
の
接
種

年
齢
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

65
歳
以
上
に
肺
炎
予
防
注
射

　

横
浜
市
で
は
、
肺
炎
球
菌
に
よ

る
感
染
症
を
防
ぐ
た
め
、
２
０
１

４
年
10
月
か
ら
、
一
定
の
自
己
負

担
金
で
「
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」

　

例
年
に
比
べ
て
、「
ワ
ク
チ
ン
」
と
い
う
言
葉
に
敏
感
に
な
っ
て
い
る
人
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
以
前
か
ら
、
自
治
体
な
ど
が
実
施
し
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

種
類
は
い
く
つ
か
あ
り
、「
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」
は
そ
の
一
つ
で
す
。

日本人の死因の構成割合

厚労省「2020年人口動態統計」参照

不慮の事故
2．8％

腎不全
2．0％

血管性および詳細不明の
認知症1．5％アルツハイマー病

1．5％

肺炎 5．7％

誤嚥性肺炎 3．1％

老衰
  9．6％

脳血管疾患 7．5％

その他

計8．8％計8．8％

悪性新生物
〈腫瘍〉
２７．４％

悪性新生物
〈腫瘍〉
２７．6％

心疾患
15．3％
（高血圧性を除く）

心疾患
15．0％
 （高血圧性を除く）

ふれあい横浜ホスピタル
呼吸器内科

坂本 芳雄 院長

㊟
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
予
約
は
、横
浜
市

予
約
専
用
サ
イ
ト
、ま
た
は
、

横
浜
市
予
約
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
０
１
２
０
・０
４
５
・１
１
２
）

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・６
８
１・５
１
０
１

横
浜
市
中
区
万
代
町
２
の
３
の
３

医  療
レポート

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
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